
特 集 秋の防災特集

今年度、最後の健診の申し込みが始まります！

今月の表紙 第６回つべつ七夕まつり～まる太くん音頭で盛り上がりました～

まちの話題 夏の風情を満喫 第６回つべつ七夕まつり開催

みんなで輪になって つべつ納涼盆おどり大会開催

温故知新

消防団員として40年

本岐 國安俊雄 さん



９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
こ
の

日
は
、
大
正

年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関

12

東
大
震
災
に
ち
な
み
、
政
府
、
地
方
公
共
団

体
等
関
係
諸
機
関
を
は
じ
め
、
広
く
国
民
が

台
風
高
潮
、
津
波
、
地
震
等
の
災
害
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す
る
心
構

え
を
準
備
す
る
日
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
前
後
は
台
風
シ
ー
ズ
ン

と
な
る
こ
と
か
ら
、「
災
害
へ
の
備
え
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
」
と
の
戒
め
も
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

異
常
気
象
や
火
山
の
噴
火
、
地
震
な
ど
の

災
害
が
日
本
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
も
防
災
の
知
識
を
深
め
、
い
つ
災

害
が
発
生
し
て
も
慌
て
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ

か
ら
災
害
へ
の
備
え
と
心
構
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

《
災
害
に
備
え
て
》

■
家
族
で
「
話
し
合
い
」
を

災
害
に
備
え
、
家
族
で
次
の
事
柄
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
災
害
時
の
役
割
分
担

・
屋
内
屋
外
の
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク

・
互
い
の
連
絡
方
法

・
非
常
持
出
品
の
準
備
と
場
所
の
確
認

・
備
蓄
品
の
確
認

・
避
難
所
や
そ
の
経
路
の
確
認

■
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
時
の
た
め
に

次
の
も
の
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
ち
出
し
品
・
備
蓄
品
の
用
意

避
難
の
際
に
必
要
な
も
の
、
あ
る
と
便
利

な
も
の
を
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
一
覧

に
し
て
お
く
な
ど
、
日
頃
か
ら
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す

の
が
「
非
常
持
ち
出
し
品
」
で
す
。
入
れ
物

は
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
が
両
手
を
自
由

に
使
え
て
便
利
で
す
。
ま
た
、
持
っ
て
避
難

で
き
る
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
備
蓄
品
」
は
、
数
日
間
、
自

足
す
る
た
め
の
物
資
で
す
。

水燃 料照 明食料品情 報

水
は
最
低
１
人
１
日
３
渥
を
３
日
分
程
度
準
備
し

ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
や
病
人
の
い
る
家
庭
で
は
多
く
の
水
が

必
要
で
す
。
風
呂
に
水
を
は
っ
て
お
く
と
、
生
活
用
水

に
利
用
で
き
ま
す
。

情
報
に
接
す
る
こ
と
は
、
心
の
安
定
を
図
る
上
で
重
要

な
こ
と
で
す
。
正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
に
携
帯
ラ
ジ
オ

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
予
備
の
電
池
も
十
分
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

携
帯
電
話
の
テ
レ
ビ
機
能
も
情
報
収
集
に
役
立
ち
ま
す
。

卓
上
コ
ン
ロ
が
手
軽
で
便
利
。
予
備
の
ガ
ス
ボ
ン

ベ
も
必
要
で
す
。
七
輪
な
ど
も
役
立
ち
ま
す
。

冬
季
の
停
電
に
備
え
、
電
気
を
使
わ
な
い
ポ
ー
タ
ブ

ル
ス
ト
ー
ブ
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

懐
中
電
灯
を
家
族
の
人
数
分
用
意
し
、
家
族
で
決
め

た
場
所
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
予
備
の
電
池
も
十
分
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
ソ
ク
は
火
事
の
原
因
に
な
る
の
で
な
る
べ
く

使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
料
品
の
備
蓄
は
３
日
分
が
目
安
で
す
。

缶
詰
や
乾
燥
食
品
な
ど
加
熱
調
理
不
要
の
も
の
や

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
を
余
分
に
備
蓄
し
て
お
き
、
古
く

な
っ
た
も
の
か
ら
消
費
し
つ
つ
補
充
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

備 蓄 品 の 例

□インスタント・レトルト食品

□飲料水

□タオル、石けん

□ティッシュペーパー、ウェットティ

ッシュ

□紙皿・紙コップ・割り箸

□大型のゴミ袋

□カセットコンロ、予備のガスボンベ

□ロープ

□ラップフィルム

□ローソク

□トイレットペーパー

□新聞紙（敷物、包装、防寒、汚物処理、

焚き付けなどに利用）

非常持ち出し品の例 （★避難する際に優先する持ち物）

★現金

★キャッシュカード

★入れ歯

★充電器

★１回分の着替え

□貯金通帳

□懐中電灯

□ナイフ

□軍手

□缶切り

□雨具

□靴下

★健康保険証

★常用している薬

★眼鏡

★懐中電灯

★飲料水

□印鑑

□携帯ラジオ

□ライター・マッチ

□生理用品

□アメ・チョコレート

□ジャンバー

□使い捨てカイロ

★運転免許証

★お薬手帳

★携帯電話

★防寒着

★軽食

□権利書

□予備の乾電池

□救急箱

□缶詰

□乾パン

□下着

《
災
害
を
知
ろ
う
》

■
雨
の
被
害
に
つ
い
て
知
ろ
う

「
大
雨
警
報
」
が
発
表
さ
れ
た
ら

・

河
川
や
崖
地
に
は
近
づ
か
な
い

・
停
電
や
断
水
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
の
用
意
、
風
呂
へ
の
水
張
り
な
ど
を
す

る
・「
は
ん
濫
情
報
（
洪
水
予
報
）」
や
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
が
続
け
て
出
て
い
な
い

か
情
報
を
集
め
る

・

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
大
雨
警
報
の
場
合
、

雷
・
竜
巻
・
ひ
ょ
う
に
も
警
戒
す
る
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「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」
は
、「
大
雨

警
報
」
発
表
の
最
中
、
数
年
に
一
度
レ
ベ
ル

の
記
録
的
な
大
雨
が
短
時
間
で
観
測
さ
れ
た

際
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

異
常
事
態
中
の
発
表
で
あ
る
た
め
、
迅
速

な
行
動
が
必
要
で
す
。
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「
大
雨
警
報
」
の
発
表
後
も
雨
が
降
り
続
き
、

年
に
一
度
の
降
雨
量
と
な
る
大
雨
が
都
道

50府
県
レ
ベ
ル
ま
で
広
が
り
、
今
後
も
雨
が
降

り
続
け
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、「
大
雨
特

別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

重
大
な
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、「
大

雨
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
直

ち
に
避
難
を
開
始
し
た
り
、
す
で
に
移
動
が

困
難
な
場
合
は
自
宅
の
２
階
へ
移
動
し
た
り

す
る
な
ど
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
に
備
え
て

気
象
庁
の
発
表
す
る
「
緊
急
地
震
速
報
」

に
注
意
を
向
け
ま
し
ょ
う
。

家
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下
、
窓
ガ
ラ
ス
の

破
損
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
、
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
冷
蔵
庫
、
ピ
ア
ノ
な

ど
は
、
専
用
の
金
具
や
フ
ッ
ク
な
ど
で
固

定
す
る

・
高
い
場
所
に
重
い
も
の
を
置
か
な
い

・
本
棚
や
ロ
ッ
カ
ー
は
重
い
も
の
を
下
に
置

く
・
寝
室
、
子
供
部
屋
の
ほ
か
、
高
齢
者
や
障

が
い
が
あ
る
方
の
居
室
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
、

市
販
の
透
明
フ
ィ
ル
ム
を
全
面
に
貼
る

・
窓
に
カ
ー
テ
ン
を
張
っ
て
お
く

地
震
発
生

直
後

1
～
2
分

3
分

5
分

5
～

分
10

分
～

10
数
時
間

・
落
ち
着
い
て
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る

・
す
ば
や
く
火
を
始
末
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る

・
出
口
を
確
保
す
る
。
あ
わ
て
て
外
へ
逃
げ
な
い

・
店
内
で
は
店
員
や
係
員
の
指
示
に
従
う
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

使
わ
ず
、
階
段
を
使
う

・
屋
外
で
は
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
自
販
機
や
電
柱
か

ら
離
れ
る

・
車
の
運
転
中
は
徐
々
に
減
速
し
て
路
肩
に
停
車
す
る

・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
に
す
る

・
出
火
し
て
い
た
ら
火
元
を
確
認
し
て
初
期
消
火
を
す
る

・
家
族
の
安
全
を
確
認
す
る

・
足
を
保
護
す
る
た
め
靴
を
は
く

・
非
常
持
出
品
を
用
意
す
る

・
が
け
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
は
す
ぐ
避
難
す
る

・
近
所
の
人
と
声
を
掛
け
合
っ
て
安
全
を
確
か
め
る

・
避
難
行
動
要
支
援
者
が
い
る
家
は
積
極
的
に
安
否
を
確
認
す
る

・
余
震
に
十
分
注
意
す
る

・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
確
認
す
る

・
デ
マ
や
間
違
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

・
電
話
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い

・
家
屋
倒
壊
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
窓
ガ
ラ
ス
や
看
板
な
ど
の
落
下
に
注
意

・
車
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い

・
こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校
に
子
ど
も
を
迎
え
に
行
く

・
自
宅
を
離
れ
る
と
き
は
行
き
先
を
書
い
た
メ
モ
を
残
す

・
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る

・
隣
近
所
で
協
力
し
て
消
火
や
救
出
活
動
を
す
る
。
あ
わ
せ
て

消
防
署
へ
通
報
す
る

౷ ૼ ̦ อ ୆ ̱ ̹ ͂ ̧ ͉
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〈 秋 の 防 災 特 集 〉

問い合わせ先 総務課庶務グループ 緯76－2151（内線208）



再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
内
容

第
２
回
の
再
エ
ネ
勉
強
会
は
、
国
内
の
先

進
的
取
組
み
を
学
ぶ
た
め
に
、
各
地
域
で
実

践
さ
れ
て
い
る
２
名
の
講
師
を
招
聘
し
、
地

域
で
取
組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
、
講
師
２
名
と
町
か
ら
竹

俣
副
町
長
ら
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
壁
谷
武

久
氏
（
一
般
社
団
法
人
産
業
環
境
管
理
協
会

地
域
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
長
）
の
進
行
に
よ
り

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

講

演

「
最
上
町
に
お
け
る
森
林
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に

つ
い
て
」

山
形
県
最
上
町（
も
が
み
ま
ち
）総
務
課

政
策
調
整
主
幹
兼
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
長

高
橋

浩
康

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

1
9
6
7
年
１
月
生

ま
れ
。
1
9
9
0
年

３
月
宇
都
宮
大
学
農

学
部
卒
業
、
1
9
9

1
年
４
月
最
上
町
役
場
に
入
庁
。
土
木
課
、

農
林
課
、
総
務
課
を
経
て
、
2
0
1
5
年
４

月
総
務
課
政
策
調
整
主
幹
兼
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
長
。
2
0
1
6
年
４
月
よ
り
現
職
。

～
最
上
町
と
は
～

最
上
町
は
、
山
形
県
の
東
北
部
に
位
置
し
、

大
部
分
は
奥
羽
山
脈
に
属
す
る
山
岳
丘
陵
・
豪

雪
地
帯
で
あ
り
、
森
林
面
積
が
町
域（
3
万
3
0

2
7
佐
）の
約

％
を
占
め
、
古
く
か
ら
森
林
と

84

関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
地
域
。
基
幹
産
業
は
稲

作
を
中
心
と
し
た
農
業
で
、
畜
産
は
黒
毛
和
牛
、

園
芸
（
ア
ス
パ
ラ
）
を
組
合
せ
た
複
合
経
営
が

近
年
盛
ん
で
あ
る
。

～
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
に
向
け

た
取
組
み
の
背
景

～
昭
和

年
前
後
に
、

50

牧
野
の
高
度
利
用
に
よ

る
拡
大
造
林
が
町
内
一

斉
に
行
わ
れ
た
が
、
森

林
整
備
（
間
伐
）
が
進

ま
ず
、
荒
廃
し
た
森
林

状
況
の
解
決
策
と
し
て
、

間
伐
補
助
事
業
の
実
施

と
間
伐
材
を
燃
料
利
用

し
収
入
に
結
び
つ
け
る

経
済
サ
イ
ク
ル
を
平
成

年
度
よ
り
実
施
し
た
。

17～

年
間
の
取
組

11
み
の
成
果
～

平
成

年
度
か
ら
実

17

施
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
に
よ
る
地
域
熱

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
第
１
エ

リ
ア
と
し
て
ウ
エ
ル
ネ

ス
プ
ラ
ザ
（
下
図
の
と

お
り
）。
第
２
エ
リ
ア

は
、
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ（
町
の
中
心
的
な
子
育
て

施
設
）。
第
３
エ
リ
ア
は
、
若
者
定
住
環
境
モ
デ

第
２
回
「
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
開
催
！

平
成

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」（
平
成

28

28

年
度
６
月
号
広
報
に
概
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
折
込
）
に
基
づ
き
、
第
２
回
「
津
別
町
再

エ
ネ
勉
強
会
」
を
、
平
成

年
７
月

日
（
月
）
に
津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室

28

25

で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

37

ル
タ
ウ
ン
に
地
域
熱
供
給
を
実
施
。
若
者
定
住

環
境
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
は
、
第
１
弾
と
し
て
７
区

画
の
分
譲
地
販
売
。
第
２
段
は
、
エ
コ
住
宅
６

棟
の
建
設
販
売
。
第
３
弾
は
集
合
住
宅
（
全
10

世
帯
）
を
建
設
予
定
。
い
づ
れ
も
熱
供
給
シ
ス

テ
ム
の
利
用
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

講

演

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ビ
ジ
ネ
ス

の
実
態
と
問
題
解
決
」

株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
取
締
役
社
長

小
林

靖
尚

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

1
9
8
8
年
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
応
用

化
学
科
卒
業
。
日
興

証
券
情
報
部
、
三
菱

総
合
研
究
所
産
業
技
術
部
／
住
環
境
事
業
部

主
任
研
究
員
を
経
て
2
0
0
1
年
９
月
に
株

式
会
社
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
。
代

表
取
締
役
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

～
事
例
紹
介
内
容
～

福
井
県
の
福
井
市
・
坂
井
市
の
あ
わ
ら
温

泉
と
三
国
温
泉
の
既
存
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
代
替
し
て
い
く
事

業
を
ご
紹
介
。

～
熱
供
給
事
業
者
が
民
間
な
理
由
～

経
営
は
民
間
と
し
て
や
る
こ
と
で
判
断
が

早
い
。
ト
コ
ト
ン
利
益
を
出
し
続
け
て
、
継

続
す
る
と
こ
ろ
に
集
中
し
た
た
め
民
間
で
実

施
。

～
本
日
の
お
話

キ
ー
ワ
ー
ド

～
10

１
．
発
電
事
業
と
熱
供
給
事
業
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
と
収
益
概
略
（
木
質
燃
料
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
は
、
電
力
は

％
、
熱

25

利
用
は

～

％
。
ゆ
え
に
発
電
は
せ
ず
、

80

90

熱
利
用
の
み
）。

２
．
先
行
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
実
態
と
課

題
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
林
業
も
ボ
イ
ラ
ー

も
進
ん
で
い
る
）。

３
．
原
油
安
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
ど

う
な
る
か
？

地
域
循
環
経
済
の
基
礎
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
（
原
油
安
は
F
I
T
と

関
係
な
し
。
熱
供
給
事
業
は
採
算
割
れ
の
可

能
性
も
有
る
。
熱
供
給
で

億
円
／
年
が
地

20

域
内
に
残
る
）。

４
．
森
林
林
業
の
素
材
生
産
事
業
者
が
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
も
実
施
す
る
意
味
（
燃
料

の
一
定
量
の
品
質
と
価
格
が
維
持
で
き
れ
ば
、

問
題
・
課
題
の
半
分
以
上
が
ク
リ
ア
す
る
）。

５
．
数
十
年
放
置
さ
れ
る
広
葉
樹
林
や
雑
木

林
に
価
値
を
与
え
る
に
は
（
伐
採
計
画
は
エ

リ
ア
を
決
め
て
皆
伐
へ
、
A
材
あ
れ
ば
建
築

用
材
へ
、
広
葉
樹
林
は

年
で
回
転
）。

25

６
．
製
材
所
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
推

進
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
（
建
築
用

材
の
生
産
計
画
に
燃
料
生
産
量
が
従
属
す
る

デ
メ
リ
ッ
ト
あ
り
。
森
林
資
源
と
伐
採
計
画

に
あ
わ
せ
た
製
材
所
計
画
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

重
要
）。

７
．
地
元
重
油
・
灯
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
供

給
事
業
者
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
関
係
（
代
替
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ

て
、
最
初
は
利
害
が
一
致
し
な
い
可
能
性
は

あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
肢
拡
大
で
地
域

が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
協
力
し
て
い
く
べ
き
）。

８
．
事
業
普
及
時
期
の
設
備
は
単
純
な
構
造

が
良
い
（
木
を
切
っ
て
、
乾
燥
さ
せ
て
、
チ
ッ

プ
に
し
て
、
燃
や
し
て
、
お
湯
を
作
っ
て
、

そ
の
熱
を
使
う
。
と
い
う
単
純
が
い
い
。
そ

れ
で
も
安
定
し
て
稼
動
さ
せ
る
こ
と
に
は
手

が
か
か
る
）。

９
．
F
I
T
で

年
の
良
い
点
・
悪
い
点
→

20

年
後
の
設
備
や
仕
組
み
は
ど
う
な
る
の

20か
？
（
事
業
主
は

年
で
そ
の
間
に
採
算
が

20

会
え
ば
良
い
、
森
林
経
営
か
ら
す
る
と

年
20

し
か
…
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
作
業
班
を
増

や
せ
な
い
）

．
L
C
A
（
※
1
）
の
視
点
か
ら
エ
ネ
ル

10ギ
ー
利
用
を
再
考
す
る
（
木
材
利
用
が
圧
倒

的
有
利
だ
が
、
搬
出
時
や
輸
送
時
に
化
石
燃

料
の
お
世
話
に
な
る
。
合
理
化
と
効
率
化
が

で
き
る
は
ず
）。

～
一
番
言
い
た
い
こ
と
～

山
（
原
料
の
量
）
に
あ
わ
せ
て
ボ
イ
ラ
ー

を
導
入
す
る
。
森
林
の
伐
採
計
画
に
あ
わ
せ

た
燃
料
計
画
を
立
て
、
そ
の
量
に
応
じ
た
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

会
場
の
参
加
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問
表

に
基
づ
き
、
壁
谷
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
進
行
）
と
な
り
、
講
師
２
名
と
町
か
ら
竹
俣

副
町
長
と
小
野
産
業
振
興
課
参
事
を
パ
ネ

ラ
ー
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
意
見
交
換
）

を
行
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら
提
出
の
あ
っ
た

主
な
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．（
高
橋
主
幹
へ
の
質
問
）
山
形
県
最
上
町

ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
構
想
に
つ
い
て
、
臼
既

存
の
建
物
が
あ
っ
た
の
か
。
渦
構
想
に
あ
る

も
の
を
建
て
た
の
か
。
嘘
プ
ラ
ザ
の
関
連
用

地
を
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
た
か
。
唄
熱
供

給
事
業
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
。

２
．（
小
林
社
長
へ
の
質
問
）
福
井
県
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
臼
未
利
用
材
の
収
集
の
た
め

の
林
道
整
備
の
有
無
。
渦
間
伐
材
の
乾
燥
期

間
に
つ
い
て
。
嘘
市
場
に
出
せ
な
い
間
伐
材

％
に
価
値
を
つ
け
る
方
法
。
な
ど
な
ど
。

85今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
ご
案
内
）

町
民
を
対
象
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
礎
講
座
「
第
１
回
町
民
講
座
」
を
９

月
中
旬
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
第
３
回
の

「
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
は
、

月
に
開
催

11

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
べ
つ
の
未
来
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ

ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）

76

▲再エネ勉強会の開催状況

▲

集
約
化
さ
れ
た
福
祉
・
医
療
施
設
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
冷
暖
房
と

給
湯
が
供
給
さ
れ
て
い
る
最
上
町
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
の
施
設
写
真

▲ディスカッション風景

（※1）ライフサイクルアセスメントの略。製品のライフサイクルにおける環境への影響を評価するための手法。



年
に
一
度
、健
康
診
断
で
体
調
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

津
別
町
国
保
加
入
者
の
中
で
は
、
生
活
習
慣
病
に
よ
っ
て
起
こ
る
循
環
器
疾
患

（
脳
血
管
疾
患
・
心
疾
患
等
）
で
医
療
に
か
か
っ
て
い
る
方
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

⃆
特
定
健
診
受
診
率
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す

特
定
健
診
受
診
率
は
平
成

年
度
の

24

・
7
％
か
ら
減
少
傾
向
が
続
い
て
お

38り
ま
す
。
特
に
昨
年
度
は
ピ
ー
ク
よ
り

％
も
受
診
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

18
今
回
の
健
診
は
今
年
度
、
町
の
集
団

健
診
で
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
津
別
町
の
特
定
健
診
は
、
普

段
は
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
検
査
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？

今
年
度
、
最
後
の
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

津
別
町
で
は
循
環
器
系
疾
患
（
高
血
圧
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
）
で
医
療
に
か
か

る
方
が
多
い
状
況
で
す
。
年
に
一
度
、
健
診
で
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

※

月
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
せ
ん

10
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

個
別
に
北
見
市
の
医
療
機
関
で
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受

診
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
1
日
（
木
）
か
ら
申
し
込
み
開
始
！

9
月

日
（
木
）
ま
で

15

〈
健
診
日
時
〉

月

日
（
日
）
・

日
（
月
）

10

16

17

朝
６
時
・
６
時

分
・
７
時
・
７
時

分
・

30

30

８
時
・
８
時

分
・
９
時
・
９
時

分

30

30

〈
場
所
〉
町
民
会
館

〈
申
し
込
み
先
〉

健
康
推
進
担
当

雨
番
窓
口

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
3
1
・
3
3
2
）

76

਋
ັ
時
ۼ

集団健診申し込み
QRコード

料 金検 診 内 容対 象 者検 診

1,000円問診、身体計測、診察、尿検査、血圧、

血液検査

※津別町国保では独自に心電図検査など

を受けていただく場合があります。

国保加入者で

30～74歳の方
特定健診

600円
後期高齢者保険
加入者

後期高齢者健診

900円バリウム検査

40歳以上の方

胃がん検診

200円胸部レントゲン肺がん検診

400円検便（２日分）大腸がん検診

2,000円
特定健診、胃・肺・大腸がん検診の
セット

津別町国保に
加入している
40～74歳の方

★特定パック

健診

500円血液検査50歳以上の男性前立腺がん検診

無 料血液検査
小学3年生以上の方
(5年に1度)

エキノコックス
検診

無 料血液検査
40歳以上の方

(今まで受けたこと

のない方）

肝炎検診

（B型、C型）

出
典：

日
本
生
活
習
慣
病
予
防
協
会

５
個
以
上
当
て
は
ま
る
方
は
要
注
意
！

歳
を
こ
え
る
と
、
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
、
タ
バ
コ
や
お
酒
、
ス

40
ト
レ
ス
で
さ
ら
に
生
活
習
慣
病
を
誘
因
。
お
腹
周
り
が
ぽ
っ
こ
り
出
て
い
る
メ
タ
ボ
体
型
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
全
般
の
見

直
し
や
年
に
一
度
健
康
診
断
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

代
の
方
や
当
て
は
ま
る
項
目
の
少
な
か
っ
た
方
も
体
調
を

30
確
認
す
る
た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

【
質

問
】

【
チ
ェ
ッ
ク
】

臼

歳
以
上
で
あ
る

40
渦

歳
の
と
き
よ
り
、
体
重
が

茜
以
上
増
え
て
い
る

20

10

嘘
お
腹
周
り
が
ぽ
っ
こ
り
出
て
い
る

唄
大
食
漢
で
あ
る

欝
タ
バ
コ
を
吸
う

蔚
お
酒
を
良
く
飲
む

鰻
体
を
動
か
す
こ
と
が
嫌
い

姥
夜
更
か
し
が
多
く
、
睡
眠
不
足
で
あ
る

厩
多
忙
で
休
養
が
取
れ
な
い

浦
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
血
液
検
査
）

尿
酸
（
血
液
検
査
）

Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ
（
血
液
検
査
）

心
電
図
検
査
（

～

歳
で
高
血
圧

50

64

な
ど
の
治
療
を
さ
れ
て
い
な
い
方
）

腎
臓
の
動
き
を
見
ま
す
。

痛
風
を
発
見
し
ま
す
。

津
別
町
で
増
加
中
の
糖
尿
病
を
発
見
し
ま
す
。

心
臓
病
な
ど
を
発
見
し
ま
す
。

⃆
津
別
町
の
特
定
健
診
は
病
院
で

受
け
ら
れ
な
い
検
査
も
含
め
て
1
0
0
0
円
で
受
け
ら
れ
ま
す

津
別
町
で
は
、
他
と
は
違
い
国
の
基
準
に
は
な
い
検
査
を
独
自
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
特

定
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！



８
月
６
日
、
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た

『
第
６
回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
』（
主
催

つ
べ
つ

七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
、
さ
ん
さ
ん
館
及

び
同
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｅ
の
踊
り
や
山
鳴
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
、
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
ま
る
太
く

ん
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
観
客
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
手
作
り
の
屋
台
・
縁
日

コ
ー
ナ
ー
は
、
冷
た
い
飲
み
物
や
焼
き
鳥
な
ど
を

求
め
る
人
々
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
来
場
者
は
夏

の
宵
の
風
情
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

津
別
町
交
通
安
全
協
会
（
柳
瀬
輝
彦
会
長
）
な

ど
が
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
呼
び
か
け
る
か
も
め

～
る
（
く
じ
付
き
夏
の
お
た
よ
り
郵
便
は
が
き
）

を
作
成
し
、
８
月

日
、
津
別
郵
便
局
に
町
内
全

10

戸
へ
の
配
達
が
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
は
が
き
は
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会
と
同

交
通
安
全
推
進
委
員
会
が
、
町
内

の
企
業
・
団

15

体
の
協
賛
を
得
て
作
成
し
た
も
の
で
、「
飲
酒
運

転
禁
止
！
」「
飲

ん

だ

ら

乗

る

な
！
」
な
ど
、

飲
酒
運
転
の
危

険
性
を
訴
え
る

内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
飲

酒
運
転
の
根
絶

に
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

夏
の
風
情
を
満
喫

第
６
回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
開
催

津
別
町
交
通
安
全
協
会
が
啓
発
は
が
き
を
作
成

か
も
め
～
る
で
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
か
け

障
が
い
者
、
高
齢
者
の
積
極
的
な

社
会
参
加
や
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
と
し
た
「
第

回
つ
べ
つ

25

ふ
れ
あ
い
広
場
」（
津
別
町
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
）
と「
第

回
友
愛
セ
ー

43

ル
」（
津
別
更
生
保
護
女
性
会
主
催
）

が
、
７
月

日
、
中
央
公
民
館
で
開

24

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
介
護
用
具
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
実

際
に
手
で
触
れ
な
が
ら
介
護
等
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
前
広
場
に
は
豚
汁
の

無
料
提
供
の
他
、
焼
き
鳥
や
焼
き
そ

ば
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、
多
く
の
町

民
が
訪
れ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を
つ
な
ぐ

つ
べ
つ
ふ
れ
あ
い
広
場
＆
友
愛
セ
ー
ル
開
催

▲子どもたちに大人気のバルーンショー

葛
は
が
き
を
手
に
す
る
津
別
町
交
通
安
全
協
会
・
柳
瀬
会

長
（
左
）
と
篠
森
津
別
郵
便
局
長
（
右
）

つ
べ
つ
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
（
主
催
・
津
別
観

光
協
会
、
つ
べ
つ
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委
員

会
）
が
、
８
月

日
、
津
別
神
社
境
内
で
開
催
さ
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れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
子
供
盆
お
ど
り
に
続
い
て
恒
例

の
カ
キ
氷
早
食
い
大
会
が
行
わ
れ
、
小
学
生
の
部

か
ら
合
宿
で
滞
在
中
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
も
参
加
し

た
大
人
の
部
ま
で
、
冷
た
さ
に
耐
え
真
剣
な
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
大
人
盆
お

ど
り
、
仮
装
盆
お
ど
り
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
衣
装
を
身
に
つ
け
た
グ
ル
ー

プ
が
お
ど
り
の
輪
に
加
わ
り
ま
し
た
。

雨
の
影
響
で
一
日
遅
れ
の
開
催
と
な
っ
た
今
年

の
盆
お
ど
り
大
会
で
す
が
、
例
年
に
も
増
し
て
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

8
月

日
、
津
別
中
学
校
で
人
権
教
室
「
ダ
イ

18

ヤ
モ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
年
ご
と
に
開
か
れ
た
教
室
で
は
、
津
別
町
、

美
幌
町
の
人
権
擁
護
委
員
8
人
の
指
導
の
も
と
、

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る

ゲ
ー
ム
を
実
施
。
言
い
た
い
事
を
言
う
、
好
き
な

も
の
を
食
べ
る
、
恋
を
す
る
な
ど
、
例
示
さ
れ
た

９
項
目
の
権
利
（
自
由
）
に
つ
い
て
、
個
人
や
４

～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
で
１
位
か
ら
９
位
ま
で
優

先
順
位
を
付
け
、
最
後
に
リ
ー
ダ
ー
が
結
果
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、

グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
な
が
ら

順
位
付
け
を
す

る
過
程
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値

観
の
違
い
を
知

り
、
相
手
の
考

え
方
を
認
め
る

と
い
っ
た
人
権

尊
重
の
基
本
を

学
び
ま
し
た
。

み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て

つ
べ
つ
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
開
催

多
様
な
考
え
方
や
価
値
観
を
認
め
る

津
別
中
学
校
で
人
権
教
室
開
催

ミ
イ
ラ
取
り
が

ミ
イ
ラ
に
な
る

静岡県出身。東京でテレビ番組
のADを経験後、千葉県船橋市で
映像制作会社を起業。二児の父。

立立川立川 彰彰

津
別
町
知
っ
て
る
？

昨

年
4
月
、
千
葉
県
船
橋
市
の
仲

間
に
聞
か
れ
、
僕
は
知
ら
な
い

と
答
え
た
。
そ
ん
な
僕
は
今
、

町
役
場
の
隣
で
家
族
四
人
で

暮
ら
し
て
い
る
。

僕
の
仕
事
は
映
像
制
作
。

昨
年
仲
間
の
紹
介
で
津
別
町

の
移
住
促
進
用
の
映
像
を

作
っ
た
。
担
当
し
た
の
は
移

住
し
た
先
輩
方
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。
あ
る
方
は
子
供
の

た
め
に
、
あ
る
方
は
自
然
の
魅

力
に
惹
か
れ
て
、
様
々
な
物
語

が
あ
っ
た
。

ど
う
編
集
す
る
か
答
え
が

出
な
い
ま
ま
、
僕
は
帰
り
の
飛

行
機
に
乗
り
込
ん
だ
。
そ
の

機
中
、
と
あ
る
町
の
移
住
促
進

映
像
が
流
れ
て
い
た
。
楽
園
、

天
国
の
よ
う
な
わ
が
町
に
移

住
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
園
？

天
国
？

ど
ん
な

土
地
で
も
必
ず
苦
労
は
あ
る

し
、
天
国
な
ん
か
あ
る
は
ず
が

な
い
。
僕
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
人
た
ち
は
厳
し
い
自
然

と
共
に
年
を
重
ね
て
い
た
。

厳
し
い
自
然
だ
か
ら
こ
そ
、
家

族
が
、
社
会
が
よ
り
協
力
し
あ

え
る
。
四
季
が
は
っ
き
り
わ

か
る
か
ら
こ
そ
、
一
年
の
時
間

経
過
を
噛
み
し
め
て
生
活
で

き
る
。

そ
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
行

こ
う
！

と
思
っ
て
ふ
と
気

づ
い
た
。
移
住
促
進
を
し
て

お
き
な
が
ら
、
自
分
が
移
住
し

な
い
の
は
フ
ェ
ア
じ
ゃ
な
い
。

調
べ
て
み
る
と
道
東
に
は
映

像
制
作
会
社
が
ほ
と
ん
ど
無

い
。
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
！

と
、
ネ
ッ
ト
配
信
型
の
映
像
制

作
「
道
東
テ
レ
ビ
」
を
立
ち
上

げ
、
協
力
隊
の
任
期
中
で
の
法

人
化
と
収
益
化
を
狙
う
。

い
つ
も
協
力
し
て
く
れ
る

妻
に
感
謝
の
毎
日
で
す
。

葛
今
年
も
賑
わ
っ
た
友
愛
セ
ー
ル

７
月
に
任
期
を
終
え
て
帰
国
し

た
ア
キ
ン
ボ
ボ
エ
・
ラ
フ
ァ
エ
ル

さ
ん
に
代
わ
る
新
し
い
A
L
T

（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
、

８
月
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
リ
ー

さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
ア
メ

リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
出
身
の

歳
。
今
後
、
津
別
小
、
中

27学
校
、
津
別
高
等
学
校
な
ど

で
児
童
・
生
徒
た
ち
に
英
語

を
指
導
す
る
他
、
英
会
話
教
室
な

ど
を
通
じ
て
町
民
と
交
流
す
る
機

会
も
あ
り
そ
う
で
す
。

新
し
い
A
L
T
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
リ
ー
さ
ん
が
着
任



文部科学省、厚生労働省、農林水産省策定の『食生活指針』が６月に１６年ぶりに一部改定さ

れました。『食生活指針』は日本人の平均寿命が延びることが予測される一方、生活習慣病の増

加が問題となっており、食事や運動などの生活習慣を見直し、病気の発症の予防と重症化の予

防、高齢者の低栄養予防が目的となってい ます。

食生活指針（１０項目）※上から重点項目の順番になっています。

臼食事を楽しみましょう。

渦１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを。

嘘適度な運動とバランスのよい食事で、適正体重の維持を。

唄主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

欝ごはんなどの穀類をしっかりと。

蔚野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて。

鰻食塩は控えめに、脂肪は質と量を考えて。

姥日本の食文化や地域の産物を生かし、郷土の味の継承を。

厩食料資源を大切に、無駄や廃棄の少ない食生活を。

浦「食」に関する理解を深め、食生活を見直してみましょう。

今
年
３
月
に
高
校
を
卒
業
し
、
津
別

町
役
場
に
勤
め
て
い
る
新
人
職
員
の

佐
藤
元
輝
さ
ん
。
産
業
振
興
課
農
政

グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
町
有
牧
場
の
管

理
や
畜
産
関
係
の
業
務
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

津
別
町
出
身
の
佐
藤
さ
ん
は
、
津
別

中
学
校
か
ら
北
見
緑
陵
高
等
学
校
に

進
学
。
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
役
場

を
志
望
し
た
の
は
、
小
学
生
の
と
き
か

ら
続
け
て
い
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
練

習
や
大
会
の
際
に
町
の
世
話
に
な
る

機
会
が
多
く
、
仕
事
を
通
じ
て
地
元
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
。

「
今
の
時
期
は
、
牛
の
検
査
や
そ
れ

に
伴
う
町
有
牧
場
へ
の
入
牧
・
帰
牧
な

ど
、
現
場
で
の
業
務
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
先
輩
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を

見
習
っ
て
、
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
る
佐

藤
さ
ん
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
は
、
高
校

時
代
に
全
道
大
会
の
団
体
戦
ベ
ス
ト

４
に
入
っ
た
実
績
が
あ
り
、
今
も
休
日

な
ど
に
は
小
中
学
生
の
コ
ー
チ
を
務

め
て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
を
見
習
っ
て
信
頼
さ
れ
る
職
員
に

佐
藤

元
輝

さ
ん

さとう げんきさん／平成10年３月生まれ、津別町役

場勤務

食生活指針が一部改定になりました

「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
は
自
分

た
ち
が
守
る
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

私
が
若
い
頃
は
近
所
の
若
者
の
多
く

が
消
防
団
に
入
っ
て
い
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
、
本
岐
の
津
別
消
防
団
第

３
分
団
員
と
し
て
、
ま
た
同
分
団
長

と
し
て
長
く
地
域
の
安
全
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
國
安
俊
雄
さ
ん
。
昨
年

行
わ
れ
た
津
別
消
防
団
１
０
０
年
記

念
式
典
で
は
、
消
防
功
労
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

本
岐
で
雑
貨
や
食
品
、
酒
類
販
売

な
ど
を
営
む
「
國
安
商
店
」
の
三
代

目
と
し
て
生
ま
れ
た
國
安
さ
ん
は
、

本
岐
小
学
校
か
ら
旧
制
北
見
中
学

（
現
・
北
見
北
斗
高
等
学
校
）
に
進
学

し
ま
す
。
同
校
卒
業
後
は
す
ぐ
に
家

業
に
就
き
、
昨
年
６
月
に
の
れ
ん
を

下
ろ
す
ま
で
、

年
以
上
に
わ
た
り

６０

地
域
住
民
の
身
近
な
店
を
守
っ
て
き

ま
し
た
。

昭
和

年
代
、

年
代
の
こ
ろ
は

２０

３０

周
辺
の
農
家
に
焼
酎
の
甕
（
か
め
）

を
届
け
た
り
、
沼
沢
、
布
川
、
大
昭

な
ど
各
地
に
あ
っ
た
造
材
現
場
の
宿

舎
に
何
ケ
ー
ス
も
の
ビ
ー
ル
を
配
達

す
る
の
が
日
課
で
、
商
売
は
繁
盛
し

ま
し
た
。
昭
和

年
か
ら
始
ま
っ
た

３５

酒
類
の
小
売
価
格
自
由
化
の
際
は
、

管
内
で
い
ち
早
く
割
引
価
格
で
の
販

売
を
始
め
る
な
ど
、
消
費
者
に
喜
ば

れ
る
店
と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

家
業
に
励
む
一
方
、
昭
和

年
に

２７

消
防
団
に
入
団
し
た
國
安
さ
ん
は
、

日
ご
ろ
の
訓
練
や
火
災
発
生
の
際
の

消
火
活
動
に
出
動
し
ま
す
。「
こ
の

あ
た
り
は
製
材
工
場
な
ど
も
多
く
、

火
事
は
今
よ
り
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
消
火
栓
の
整
備
が
進
む
前
は
、

近
く
を
流
れ
る
川
か
ら
ポ
ン
プ
で
水

を
汲
み
上
げ
る
方
式
で
、
特
に
冬
場

は
大
変
で
し
た
」
と
、
若
き
日
の
消

火
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。
時
に
は

行
方
不
明
者
の
捜
索
の
た
め
、
山
林

や
川
に
分
け
入
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

昭
和

年
か
ら
平
成
４
年
ま
で
第

６２

３
分
団
の
分
団
長
を
務
め
て
勇
退
し

た
國
安
さ
ん
は
、
今
も
津
別
消
防
団

の
後
援
会
に
入
っ
て
お
り
、
後
輩
た

ち
を
陰
か
ら
支
え
て
い
ま
す
。

町
道
民
税
の
納
め
方
は
、
本
人
が
納
付
書
（
ま

た
は
口
座
振
替
）
で
納
め
る
普
通
徴
収
と
、
事
業

主
が
本
人
の
給
与
か
ら
町
道
民
税
分
を
予
め
天

引
き
し
て
お
き
、
替
わ
っ
て
納
め
る
特
別
徴
収
が

あ
り
ま
す
（
年
金
所
得
者
に
は
年
金
か
ら
徴
収
す

る
制
度
も
あ
り
ま
す
）。

普
通
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
、
４
回
に
分
け

て
納
め
ま
す
。
特
別
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
、

回
に
分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

１２
特
別
徴
収
の
方
が
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
額
が

少
な
く
、
し
か
も
納
税
者
の
手
間
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
普
通
徴
収
に
比
べ
と
て
も
有
利
な
制

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
勤
め
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
事
業
主
の
方
へ
の
お
願
い
》

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主
（
給

与
支
払
者
）
は
、
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
の
町

道
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
律
（
地
方
税

法
及
び
町
税
条
例
）
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
に
は
、
給
与
報
告
書
を

町
に
提
出
（
毎
年
１
月
末
期
限
）
す
る
時
に
、
特

別
徴
収
分
と
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
翌
年
度

か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
給

与
か
ら
の
天
引
き
額
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
で
計
算

し
て
事
業
主
の
方
へ
通
知
し
ま
す
の
で
、
所
得
税

の
よ
う
に
、
毎
回
計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、

月
ま
で
な
ら
、
年
度
途
中
か
ら
で

１１

も
特
別
徴
収
を
開
始
で
き
ま
す
。
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
特
別
徴

収
の
導
入
を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
道
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）
に
つ
い
て

くにやす としおさん／昭和６年６月、津別町生まれ

／ 85歳／本岐在住

さ
ん

國
安

俊
雄

消
防
団
員
と
し
て

年
40

【461】

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

野菜を食べよう、1日 350ｇ！
野菜を知ろう：先月の野菜は、かぶでした。今月はこのあ

たりの地域で多く生産されている野菜で、血液サラサラになるケル

セチンという成分が豊富な、切ると涙を流しやすい野菜といえば？

脂質を知ろう『油断大敵教室』を開催します

6月は糖質について勉強しました。第３弾は脂

質についてです。油の種類について知りたい方、

血中脂質が気になる方、一緒に脂質について考え

てみませんか？

日時 10月18日（火）、10月25日（火）

午後７時から１時間程度 場所 町民会館

参加費 無料 どちらか１回の参加も出来ます。

持ち物 筆記用具 申込締切 10月13日（木）

申込先 保健福祉課 健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

脂質の役割、脂質の種類を知る
食品の脂質の量を知る

《１回目》
10月18日(火）

内

容
ＬＤＬコレステロールを減らす
食事を考える

《２回目》
10月25日(火）



「
敬
老
の
日
」
に

伴
う
公
衆
浴
場
無

料
開
放
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

歳
以
上
の
町
民

70

実
施
日

９
月

日
（
日
）
及
び

18
日
（
火
）

20

※
９
月

日
（
月
）
は
定
休
日

19

時

間

午
後
３
時
～
午
後
９
時

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
環
境
衛
生
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
７
）

76
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

納
税
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に

対
し
て
、
預
貯
金
・
給
与
等
の
各

種
債
権
や
動
産
な
ど
の
差
押
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
９
月
下

旬
か
ら

月
上
旬
に
、
滞
納
者
に

１０

対
し
給
与
差
押
予
告
書
を
送
付
し

ま
す
。

こ
の
差
押
予
告
書
に
同
封
の
納

付
書
で
の
納
税
や
納
税
相
談
等
の

連
絡
が
な
い
場
合
に
は
、
勤
務
先

か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与
な
ど
の
差

押
え
を
実
施
し
ま
す
。

ま
だ
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
大
至
急
納
税
を
し
て
く
だ
さ

い
。
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

納
税
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
税
務
課
納
税
係

緯
０
１
５
２
室

室
０
６
１
６

41

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
に

よ
る
被
害
や
詐
欺
事
件
の
防
止
を

図
る
た
め
、
最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
の
手
口
や
対
策
・
契
約
の
基
礎
知

識
を
学
び
地
域
で
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

開
催
日

９
月
３
日
（
土
）

時

間

午
前

時
～
正
午

１０

会

場

林
業
研
修
会
館

２
階
集
会
室

テ
ー
マ

第
１
回
く
ら
し
の
安

心
・
安
全
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

主

催

津
別
町

講

師

萱
場

律
子
氏
（
北
海

道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

支
援
グ
ル
ー
プ
非
常
勤
講
師
）

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
８
）

７６

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海

道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

道
政
に
対
す
る
、
皆
さ
ん
自
身

の
利
害
に
関
す
る
苦
情
で
あ
れ
ば
、

「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、「
苦
情
審
査
委
員
」
が
公

正
で
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
道
の

関
係
機
関
に
対
し
て
、
必
要
な
調

査
を
行
い
、
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
執
行

に
不
備
な
点
や
制
度
上
の
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護

に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

申
立
て
方
法

道
庁
『
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
』

及
び
各
総
合
振
興
局
『
道
政
相
談

室
』
に
用
意
し
て
い
る
苦
情
申
立

書
（
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
窓
口
に
提

出
。
ま
た
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

緯
０
１
１
室
２
０
４
室
５
５
２
３

（
内
線

室
７
０
６
）

21

家
電
量
販
店
で
買
い
物
を
し
た

際
、「
特
典
が
つ
く
か
ら
」
と
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
勧
め
ら
れ
た
。
高

齢
な
の
で
記
入
が
難
し
い
と
断
っ

た
が
「
代
わ
り
に
記
入
す
る
」

と
言
わ
れ
断
り
き
れ
ず
に
申

し
込
む
と
数
日
後
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
電
話
が
あ

り
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
だ
と

わ
か
っ
た
。
年
会
費
の
請
求

も
届
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
い

ら
な
い
の
で
解
約
し
た
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
付
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
は
、
購
入
金
額
に
よ
っ
て
ポ
イ

ン
ト
が
つ
い
た
り
優
待
が
受
け
ら

れ
る
な
ど
の
特
典
が
つ
く
反
面
、

決
済
機
能
も
あ
る
た
め
保
管
等
に

注
意
が
必
要
で
す
。
販
売
店
と

カ
ー
ド
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

発
行
会
社
へ
い
き
さ
つ
を
説
明
し

必
要
が
無
い
旨
申
し
入
れ
ま

し
ょ
う
。

勧
誘
さ
れ
て
も
詳
し
い
説

明
を
求
め
納
得
し
な
け
れ
ば

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
時
は
、
美
幌
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公

10
証
週
間
で
す
。
公
証
制
度
を
広
く

国
民
の
間
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
日

本
公
証
人
連
合
会
本
部
に
お
い
て
、

同
期
間
中
、
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

日

時

月
１
日
～
７
日

10

午
前
９
時

分
～
正
午
、

30

午
後
１
時
～
４
時

分
30

電
話
相
談（
土
・
日
も
実
施
）

緯

室
３
５
０
２
室
８
２
３
９

０３

内

容

遺
言
、
任
意
後
見
契
約

な
ど
公
証
事
務
全
般

平
成

年
４
月
に
新
規
採
用
す

29

る
職
員
を
、
次
に
よ
り
募
集
す
る

予
定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職

種
一
般
行
政
職（
事
務
職
）

採
用
予
定
人
数

若
干
名

資

格
平
成

年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

29

町
村
職
員
採
用
資
格
試
験
合
格

者
採
用
試
験（
２
次
試
験
）

個
人
面
接

試
験
日
程

月
中
旬
を
予
定

10
そ
の
他

採
用
試
験
の
受
験
希
望

者
は
、
町
村
会
の
資
格
試
験
結

果
の
発
表
後
、
臼
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
渦
学
業
成
績
証
明
書

嘘
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

76
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対
し

て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の
は
、
平
成

年
４

２２

月
２
日
～
平
成

年
４
月
１
日
ま

２３

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

届
出
用
紙
は
９
月
上
旬
頃
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
用
紙
が
届
か
な
い

方
は
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限

９
月

日（
金
）

１６

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
２
）

76

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

警察の 相談ダイヤル ＃9110
9月11日は『警察相談の日』

～緊急の事件・事故以外の相談については、

短縮ダイヤル「＃9110」（警察相談専用電話）へ～

ɟ警察では、身の回りにおける出来事で、生活の安全

等に関する幅広い相談に応じています。また、警察

業務についての要望、意見、苦情も受けております。

ɟ警察本部と各方面本部の相談センターには、警察相

談専用電話「＃9110」を設置しておりますので、お

気軽に相談してください。

ɟ北海道警察本部の相談センターでは、専門相談員が

24時間対応します。

各方面本部の相談センターは、平日の午前8時45分

から午後5時30分の間は専門相談員が対応し、それ

以外の時間は当直員が対応します。

７
月

日
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

22

向
け
ゲ
ー
ム
『
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
』

が
日
本
で
も
配
信
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
外
を
歩
き
回
っ
て

遊
ぶ
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
社
会
現
象

と
言
わ
れ
、
世
界
中
で
人
気
で
す
。

し
か
し
、
ゲ
ー
ム
の
人
気
と
比

例
し
て
、
交
通
事
故
が
数
多
く
起

き
て
い
ま
す
。
画
面
を
見
な
が
ら

歩
く
こ
と
で
周
り
を
見
る
余
裕
が

な
く
な
り
、
歩
行
者
が
自
動
車
、

自
転
車
と
衝
突
し
そ
う
に
な
る
の

で
す
。

ま
た
、
自
動
車
・
自
転
車
を
運

転
し
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
操
作
す
る

人
も
増
え
て
い
ま
す
。
赤
信
号
に

気
が
付
か
な
い
な
ど
、
重
大
事
故

に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

歩
き
な
が
ら
、
運
転
し
な
が
ら

な
ど
の
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
は
危

険
だ
、
と
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
流
行
の
現
状
を
把

握
し
、
歩
行
者
、
自
動
車
、
自
転

車
す
べ
て
が
事
故
に
気
を
付
け
、

交
通
安
全
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
と
交
通
安
全

住民企画課

住民環境

グループ

第

回
「
公
証
週
間
」

26
電
話
相
談
の
ご
案
内

学
齢
児
童
届
出
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
つ
も
り
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
に

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

A

津
別
町
職
員
の
新
規
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す

月
は
給
与
差
押
強
化
月

10間
で
す

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の「
苦
情
審
査
委
員
」制
度

Q

９月は「固定資産税」第３期、
「国民健康保険税」
「後期高齢者医療保険料」第４期の納付月です

※納付期限は９月３０日（金）です。

※口座振替をご利用の方は、引落口座の残高のご確認をお願

いいたします。

問い合わせ先 住民企画課税務収納グループ 緯76－２１５１

税務担当（内線２２０、２２１）、収納担当（内線218）

東京つべつ会は、毎年の総会を東京で開

催しています。この総会には、都内や近郊

の千葉、埼玉、茨城などからも多くの会員

が集まり、親睦を深めています。

現在、会員は375人ですが、より多くの

方に参加していただきたく、新規会員を募

集しています。兄弟、親戚、知人などで東

京近郊にお住まいの方がいましたら、ご紹

介ください。

＜東京つべつ会総会のお知らせ＞

日時 10月23日（日）午後１時30分から

場所 主婦会館エフプラザ

（東京都千代田区六番町）

内容 総会、津別の農産物の試食、抽選会

申込 会員の方には案内文書を送付します。

問い合わせ先

東京つべつ会事務局（役場総務課内）

緯76－2151 (内線208)
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・
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まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151
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の
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せ



全࣭֚୔ȸ高齢者・障害者の
人権あんしん相談ȹاޑ期間

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯７６－２１５１（内線２４１）

▼家畜（過去５年間の推移） 単位：頭

町では各年の７月１日現在で｢農作物作付動

向調査｣を実施しております。

今年の調査結果がまとまりましたので、概

要についてお知らせします。

▼畑作物の作付け動向（過去５年間の推移）単位：佐

▼農家戸数と農業従事者人口（過去５年間の推移）単位：戸・人

乳
用
牛

（1）

肉
用
牛

（2）

※Ｈ２４年より町外企業が町内企業に変更になり、肉用牛が増加しております。

高齢者や障害者をめぐる様々な人権問題の解決

を図るための人権相談活動を強化するため、９月

５日（月）から１１日（日）までの１週間を「全国

一斉『高齢者・障害者の人権あんしん相談』強化

期間」として、相談時間を延長し、土曜日及び日

曜日も対応することとしています。

お悩み、お困りの際に是非ご利用ください。

《高齢者・障害者の人権あんしん相談》

緯０５７０－００３－ １１０
ぜろぜろみんなのひゃくとうばん

（ナビダイヤル「みんなの人権１１０番」）

日 時 ９月５日（月）から９月９日（金）

午前８時３０分～午後７時

９月１０日（土）及び９月１１日（日）

午前１０時～午後５時

相談担当者 釧路人権擁護委員連合会所属の人権擁護

委員及び釧路地方法務局役員

主 催 法務省人権擁護局及び全国人権擁護委員連合会

実施機関 釧路地方法務局及び釧路人権擁護委員連合会

問い合わせ先

釧路地方法務局人権擁護課

緯０１５４―３１―５０１４（直通）担当・山本

８月８日、布川の国道240号において、単独自動車

事故が発生。釧路市の21歳の男性が亡くなりました。

これにより、町内での死亡交通事故ゼロ日運動が、

2,332日をもって途切れることとなりました。今後

は目標を500日と定め、交通事故の撲滅に努めてま

いりますので、ご理解とご協力をお願いいたします

（達成予定日 平成29年12月21日）。

なお町民による死亡事故ゼロ日は、現在も継続中

です（7月31日現在で3,600日）。 【住民企画課】

布川で死亡交通事故が発生
町内での事故死ゼロ日がストップ

道民と警察を結ぶ「音の架け橋」として、道内各地で多くの人とのふれあいを深めながら活

動を続けている北海道警察音楽隊。交通安全、防犯の啓発を目的とした演奏会を津別町で開催

します。ぜひお越しください！！

期 日 9月３０日（金）

午後6時３０分開演（午後６時開場）

会 場 津別町中央公民館

主 催 津別町

協 賛 津別町交通安全協会

津別町防犯協会

後 援 北見方面美幌警察署

問い合わせ先

住民企画課住民環境グループ

緯７６―２１５１（内線２１６）

《津別町安全安心町づくりコンサート》

秋の全国交通安全運動

問い合わせ先 住民企画課住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

９月21日（水）～30日（金）

臼夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通

事故防止（特に、反射材用品等の着用の推進及

び自転車前照灯の徹底）

渦後部座席を含めた全ての座席のシートベルト

とチャイルドシートの正しい着用の徹底

嘘飲酒運転の根絶

全 国 ਹ ത ࿒ ດ

《運動の基本》子供と高齢者の交通事故防止



７～１１カ月児（中期・後

期）と１歳児～１歳６カ

月児（完了期）の保護者を

対象にした離乳食教室を

開催します。

教室内容は離乳食の進

め方と試食などです。

気軽に参加してみませんか？

日 時 ９月27日（火）

・7～11カ月児（中・後期） 9時から10時15分

・1歳～1歳6カ月児（完了期）

10時30分から11時45分

場 所 町民会館 １階和室、調理研修室

持ち物 エプロン

お子さん用のスプーン、エプロン、おもちゃ

参加費 無料

申込締切 ９月16日（金）

※参加人数が少ない場合は教室を中止する場合があ

ります。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

日 程 10月16日（日） 小雨決行

受付時間 午前８時15分～８時45分

開 会 式 午前９時

会 場 豊永ふれあい公園パークゴルフ場

対 象 者 津別町民の方（学生は除く）

申込期間 ９月２日（金）から10月3日（月）まで

申込方法 次の場所に申込用紙を用意します。

必要事項を記入の上、投入箱に投函してくだ

さい。

臼ふれあい公園パークゴルフ場管理棟

渦津別消防署

雨天延期 延期の連絡は

パークゴルフ場に表示

します。受付時間等の

変更はありません。

競技内容等 ふれあい公

園パークゴルフ場管理

棟、津別消防署に競技内容等の詳細を掲示し

ます。

問い合わせ先

津別消防署 緯76－2189

離乳食教室（中・後期、完了期）
に参加しませんか？

▼年金を満額受け取れない方へ

国民年金制度は、20歳から60歳まで

の40年間の加入と納付状況によって年金

額が決定されます。過去に保険料の未納

や国民年金に加入していない期間がある

と「満額」の年金を受け取ることができな

くなります。

しかし、次の条件を全て満たす方は、ご

本人の申し出により、「任意加入制度」で

国民年金に再加入し、年金額を増額する

ことができます。

▼任意加入制度に加入できるのは、

次の臼～嘘の全てに該当する方です

臼60歳以上65歳未満で日本国内に居住

渦老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けて

いない

嘘20歳から60歳までの年金保険料の納

付 月数が480カ月未満

▼年金を受け取る権利のない方へ

また、昭和46年4月１日以前に生まれ

た方で、65歳まで加入しても年金を受け

取る権利がない方は、70歳まで加入でき

る「特例任意加入制度」もあります。

年金額を増やしませんか？

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

今年も、町民手づくりの露店が

たくさん並びます。子どもたちが

楽しめる縁日も出店します。

9日（金）は午後 4時～午後９時

10日（土）は午前10時～午後９時

家族お揃いで、二日間の手作り

のおまつりを楽しんでください。

９月 9日（金）
10日（土）

ओႹ̥ͣ૰২ஜ͈೒ͤࡼ

ɟ９月９日は救急の日ɟ
私たちは、いつどこで突然『けが』や『病

気』に襲われるか、予測できません。

救急隊が到着するまで何もしなければ、け

がや病気の症状は悪化する一方です。そばに

いるあなたが応急手当を行い、救急隊、医師

に引き継ぐことが出来れば、命を救う手助け

になります。

現在の応急手当の方法は難しいものではなく、誰でも行えるよ

うに簡素化されています。

津別消防署では、応急手当の講習会を随時実施しています。自

治会、職場などの各種会合で応急手当を学んでみませんか。

平成27年救急件数２４４件

ɟ火事と救急は１１９番ɟ
火事、救急が発生した時には、

迷わず119番に通報してくだ

さい。通報時にはまず『火事か

救急か』を伝え、『住所と氏名』をしっかり伝えてください。救急

車はもちろん、消防車が必要なときにもいち早く駆け付けます。

☆９月に入っても、まだまだ熱中症には注意が必要です！

問い合わせ先 津別消防署グループ 緯76－2189

問い合わせ先 つべつふるさとまつり実行委員会

緯76－2151（内線216）

※ふるさとまつりのため９月９日午前９時から11日の正午まで、左記の区

間が交通規制されます。一般車両はこの期間中通行できませんので、ご協

力をよろしくお願いいたします。
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